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上記に掲載されている疾患であっても、 

他の病児の症状によっては利用できない 

こともあります。 

☆申し込み可能な疾患等☆ 

・インフルエンザＡ型Ｂ型（3日目から）    ・コロナウイルス感染症（4日目から） 

・麻疹   ・流行性耳下腺炎（おたふく風邪）  ・風疹  ・水痘 

・咽頭結膜熱（プール熱・アデノウイルス感染症）  ・溶連菌感染症  ・感染性胃腸炎 

・ヘルパンギーナ   ・ＲＳウイルス感染症  ・ヒトメタニューモウイルス感染症 

・マイコプラズマ感染症（解熱後から）  ・伝染性紅斑（りんご病）  ・手足口病  

・喘息等の慢性疾患   ・骨折等の外傷性疾患   ・伝染性膿痂疹  

※その他、医師が利用可能と認めた場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆受け入れできない状態☆ 

・意識混沌  ・喘息の重篤な発作（急性発作） 

・原因不明で 2週間以上続く咳  ・経口摂取が全くできない 

・嘔吐・下痢の症状が継続していて、著しい脱水症状（おしっこが出ない等） 

・点滴、注射等の医療行為が必用である。又は、医療行為を受けてきた 

・かかりつけ医等の診察により、利用が困難と判断された 

・来所時に３９℃以上の発熱がある時 

◎解熱剤を使用し１時間経過後の体温が３９℃を超える場合にはお迎えをお願いします。 

◎インフルエンザ・コロナにて予約・利用中であっても、同居家族（保護者・兄弟）で新たに

感染した方がいる場合は家庭での療養をお願いします。 

 


